
キャンパス軸上のアトリウムと離散的に配置した空が見える教室（シアター）

空が見える教室（シアター）を内包したアトリウムと連続する内外部の環境

郊外型キャンパスの魅力を顕在化するキャンパスゲートとしての学びの場 空が見える教室（シアター）

西側夜景近景既存キャンパス・周辺の豊かな自然環境と連続する学びの場

1979年多摩キャンパス完成当時の航空写真 ※第20回（1979年）BCS賞受賞
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フォレストフォレスト
ループ

中央大学は、1978年に都心から多摩キャンパスに移転しました。多摩モノレールが2000年に開業
し、元々キャンパスの周縁部であった場所がキャンパスの玄関口として機能するようになります。
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今回計画により追加した新たな学生動線今回計画により追加した新たな学生動線今回計画により追加した新たな学生動線
「フォレストループ」
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高低差のある既存ペデストリアンデッキとレベル差を調停する配置計画 配置図 SS=1/2000
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既存エネルギーセンター既存エネルギーセンター
上部へ増築

±±±8.73m8.73m（（（TP+129.42TP+129.42）
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郊外型キャンパスの魅力を顕在化した配置計画

フォレストフォレスト
ループ

1.

★

★ ★

中央大学多摩キャンパスに建つ、各学部供用可能な学部共通棟です。中央大学は、都心
と多摩、それぞれの魅力を顕在化したキャンパス再編計画に取り組んでいます。本計画の
敷地は、元々は多摩キャンパスの「周縁」だった場所にあり、2000年多摩モノレール開通
後、駅前の「玄関口」として機能してきた場所にあります。今回の再編計画において、学
修支援・情報発信・グローバルゾーンとして指定し、地域住民含めた交流拠点としての
「学びの場」を実現することが目的でした。
そこで、自然豊かな外部環境と堅牢な既存キャンパスを踏襲しながらも、豊かな外部環

境が内部まで連続し、そこでの活動がキャンパス全体に発信できるような建築を目指しま
した。具体的には、既存キャンパス軸線にビスタが通ることから、その軸線上に透明なア
トリウムを計画し、アトリウム内部に天井の無い空が見える教室（シアター）を離散的に
配置しました。それらが一体となり、アトリウム全体が教室となる構成です。
アトリウムに至る動線と講義・演習室、背景の自然が空間的に連動し、自然環境と一体

化した「安心して学べる場」を創り込み、アトリウムという一義的な空間を
自然環境と一体

アトリウムという一義的な空間をアトリウムという一義的な空間を★
自然環境と一体
★★「

自然環境と一体自然環境と一体自然環境と一体
「「「「空が見え化した

る教室
「安心して学べる場化した「

る教室」を配置することで活性化し、様々なアクティビティを喚起する、新しい教育・交
流空間の在り方を創出しました。

「空が見える教室」を起点とした、アトリウム全体の教室化

Concept
交流を促す
中央大学多摩キャンパスに建つ 各学部供用可能な学部共通棟です

交流を促す「空が見える教室」
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既存ペデストリアンデッキと接続する新たな回遊動線「フォレストループ」
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既存既存ペデストリアンデッキと既存既存ペデストリアンデッキとペデストリアンデッキとペデストリアンデッキと
つながるフォレストループ
既存既存

キャンパス軸上の大型キャンパス軸上の大型ACWACWを通して、キャンパス軸上の大型キャンパス軸上の大型キャンパス軸上の大型ACWACWACWを通して、を通して、
内部のアクティビティを発信キャンパス軸キャンパス軸

空が見える教室
演習室 シアター

キャンパス軸上の大型キャンパス軸上の大型

ビスタの通る既存エネルギーセンター上に透明なアトリウムを配置

建物内部の環境特性に対応し、過度な設備スペックに頼らず、場所ごとの特性に適切に応答した柔らかな環境制御を目指しました。カーテンで仕切られ天井の無いセミクローズの空が見える教室（シア
ター）を、トップライトや大型ACWによりキャンパス軸線上のゲート性を付与した透明なアトリウムと一体化させ、豊かな外部環境を取り込み、施設内外の利用者や、講義・演習のアクティビティが連
動して「知の交流」を促す、従来にないラーニングコモンズの創出を試みました。

外部と連続する開放性と快適性を両立した教育環境の構築（平面・断面計画）2-1.

■水平庇
・
■水平庇■水平庇
・南側演習室の・南側演習室の南側演習室の
日射
南側演習室の南側演習室の南側演習室の
日射日射遮蔽

■垂直庇
・
■垂直庇■垂直庇
・東西面の・東西面の東西面の
日射
東西面の東西面の
日射日射制御

■高効率■高効率PAC
■
■高効率■高効率PACPAC■高効率
■室外機散水

■自然換気■自然換気
・外気環境に呼応し・外気環境に呼応し・外気環境に呼応し
自動開閉する換気窓

■全熱交換器■全熱交換器
■明るさセンサー

■木材利用
・
■木材利用■木材利用
・多摩材を・多摩材を多摩材を
利用

■■自然採光自然採光･自然採光･遮光遮光システム■自然採光自然採光自然採光自然採光 遮光遮光遮光遮光システムシステム
・快適性と開放感を両立した

■自然換気

・快適性と開放感を両立した・快適性と開放感を両立した・快適性と開放感を両立した・快適性と開放感を両立した・快適性と開放感を両立した・快適性と開放感を両立した・快適性と開放感を両立した
遮蔽パネル配置

■全熱交換器■全熱交換器

■水平庇■水平庇

■木材利用■木材利用

■トップライトの遮蔽パターン

トップライトの日射制御パネルの割合による快適性と開放性のシミュレーション

居住域を効果的に居住域を効果的に
空調するための階段吹出し 天井なく開放的天井なく開放的天井なく開放的な空間天井なく開放的

声を通す
天井なく開放的天井なく開放的天井なく開放的な空間な空間天井なく開放的
声を通す声を通す音響反射板

カーテンによる視線制御・冷気の溜まり・ドラフトカット

声を後方声を後方まで通す

カーテンによる視線制御・冷気の溜まり・ドラフトカット

声を後方声を後方まで通すまで通す
音響反射板

シアターの音・熱環境シミュレーションと熱画像

冷房時

15℃ 25℃ 35℃

暖房時

10℃ 18℃ 25℃

音響反射板 無

音響反射板 有

冷房時画像

暖房時画像

■共用部の自然通風シミュレーション
アトリウムを含む共用部では、卓越風を考慮し、
中間期に自然通風が行えるように、開口位置を
決定した

自然換気ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝのVR化 ARで実証確認

4月南南東 2.3ｍ/sの場合

微風 0.1ｍ/sの場合

開口位置
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Magnet Cover = 17%     Random Cover = 4%     Fixed Cover = 30%  
Total Cover = 50%
Magnet Cover = 17%     Random Cover = 4%     Fixed Cover = 30%  
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1：快適性・開放性シミュレーションによる500mmグリッドでのトップライト部分におけ
る遮蔽エリア／2：1に対し引力の強弱を持つポイント（マグネットポイント）を配置／
3：2に対し、三角形分割したトップライト形状を反映／4：3に対し、2のマグネットポイ
ントにより日射遮蔽パネルエリアを検討／5：最終形状の確認／6：5に対し日射遮蔽パネ
ル面への照明照度確認により、パネル位置の微調整を行った上で、最終位置決定

快適性・開放性のシミュレーション結果をトップライトに反映するため、
日射遮蔽パネルの粗密等をスタディできるプログラミングを行った。さ
らに、夜間はトップライト両脇から照明をパネルに照射しアトリウム全
体の間接照明となるように照度検証を行った上で、パネル位置を決定し
た。

■アトリウム開放性・快適性評価の手法拡張
アトリウムにおける環境性能の最大化を目的とした温熱的快適性（SET*）と開放
性（天空率）の両立を検証するため、一般的にはある「瞬間」のある「地点」で
の評価に留まるが、今回は「年間」※の500mmグリッドで規定した「エリア」で
評価を行っている。

■快適性･開放性の最適化
アトリウムに対する快適性と開放性の最適化を行うために、東西カーテンウォー
ルの縦フィン、トップライトの日射制御パネルをパラメーターとしている。20％
前後空が見えると開放性があると感じるという既往論文を援用し、快適性も担保
できるパレート解として、トップライトの約50％を日射制御パネルとすることを
決定した。Ⅲ：快適性・開放性の最適化

東西面縦フィンの奥行と角度の変化による快適性と開放性のシミュレーション
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トップライト見上げ

空が見える教室（シアター）

空が見える教室（シアター）

令和二年度サステナブル建築物等先導事業(省CO2先導型)の採択、ZEB ReadyのBELS認証の取得

快適性評価 SET* 開放性評価 Sky View 総合評価

一般的な
既存の
検討方法

ある【瞬時】の、
ある【地点】における快適性評価
例）5カ所×3季節×3時代表時間

⇒45通り

ある【地点】における開放性評価
例）代表点5カ所

代表時間・代表ポイントを基準と
した最適化検討

今回採用した
検討方法

【年間】の、3階を中心とした
【エリア】における快適性評価
例）500mmグリッド・約2000カ所

×昼間5000h⇒1000万通り

3階を中心とした
【エリア】における開放性評価
例）500mmグリッド・約2000カ所

年間・広域エリアでの最適化検討

※授業が行われている
年間評価対象日を設定した。

・9:00～20:30（月～土）
・夏季休業（8/5～9/19）
冬季休業（12/25～1/4）
春季休業（1/30～3/31）は除く
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【【燃エンウッド柱・梁、燃エンウッド柱・梁、CLTCLTCLT耐震壁耐震壁】【燃エンウッド柱・梁、燃エンウッド柱・梁、燃エンウッド柱・梁、CLTCLTCLT耐震壁耐震壁耐震壁
・視認性を有するエリアに鉄骨と・視認性を有するエリアに鉄骨と・視認性を有するエリアに鉄骨と・視認性を有するエリアに鉄骨と・視認性を有するエリアに鉄骨と・視認性を有するエリアに鉄骨と・視認性を有するエリアに鉄骨と
木ハイブリッド構造を採用木ハイブリッド構造を採用木ハイブリッド構造を採用

・教室部に
木ハイブリッド構造を採用木ハイブリッド構造を採用

・教室部に・教室部にCLT
木ハイブリッド構造を採用木ハイブリッド構造を採用木ハイブリッド構造を採用木ハイブリッド構造を採用

CLT耐震壁を採用

【【トップライトの屋根トップライトの屋根】【トップライトの屋根トップライトの屋根トップライトの屋根】
・快適性・開放性のシミュレーションを・快適性・開放性のシミュレーションを・快適性・開放性のシミュレーションを・快適性・開放性のシミュレーションを・快適性・開放性のシミュレーションを・快適性・開放性のシミュレーションを
反映し、日射遮蔽パネルの位置を決定

【【木補剛屋根トラス木補剛屋根トラス】【木補剛屋根トラス木補剛屋根トラス木補剛屋根トラス】
・水止性かつ施工性に配慮した・水止性かつ施工性に配慮した・水止性かつ施工性に配慮した・水止性かつ施工性に配慮した・水止性かつ施工性に配慮した・水止性かつ施工性に配慮した
ツインタワーを繋ぐ両端

・水止性かつ施工性に配慮した・水止性かつ施工性に配慮した・水止性かつ施工性に配慮した
ツインタワーを繋ぐ両端接合の立体接合の立体トラスツインタワーを繋ぐ両端ツインタワーを繋ぐ両端ツインタワーを繋ぐ両端ツインタワーを繋ぐ両端接合の立体接合の立体接合の立体接合の立体接合の立体トラス

・下弦材（フラットパー）の補剛材に・下弦材（フラットパー）の補剛材に・下弦材（フラットパー）の補剛材に・下弦材（フラットパー）の補剛材に・下弦材（フラットパー）の補剛材に
地産の多摩産材製材を採用

【【シアターシアター】【シアターシアターシアター】
・環境シミュレーション・環境シミュレーションに基づいて・環境シミュレーション・環境シミュレーション・環境シミュレーション・環境シミュレーション・環境シミュレーション
座面空調、音響

・環境シミュレーション・環境シミュレーションに基づいてに基づいて・環境シミュレーション・環境シミュレーション
座面空調、音響反射板を採用し、 CH

2,7
00

座面空調、音響座面空調、音響座面空調、音響座面空調、音響反射板を採用し、反射板を採用し、反射板を採用し、反射板を採用し、反射板を採用し、反射板を採用し、
天井のない「空が見える教場」を実現

【【人工地盤を構築するメガトラス人工地盤を構築するメガトラス】【人工地盤を構築するメガトラス人工地盤を構築するメガトラス人工地盤を構築するメガトラス
・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい
人工地盤を構築するメガトラス】

・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい2.4m・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい
スパン
・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい
スパン27.1m
・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい・既存エネセンを跨ぐ、トラスせい

27.1mのメガトラス

【【 5,65,65,6階ブリッジ階ブリッジ】【 5,65,65,6階ブリッジ階ブリッジ階ブリッジ】
・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を
阻害しない見附幅

・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を
阻害しない見附幅200mm阻害しない見附幅阻害しない見附幅阻害しない見附幅阻害しない見附幅
の吊りブリッジ

【【既存・新築取合いEXP.J】
・
【既存・新築取合い
・1,2
既存・新築取合い既存・新築取合い 】既存・新築取合い既存・新築取合い
1,21,2階で既存建物と新築建物を接続し、・1,21,21,21,21,21,2階で既存建物と新築建物を接続し、階で既存建物と新築建物を接続し、階で既存建物と新築建物を接続し、階で既存建物と新築建物を接続し、階で既存建物と新築建物を接続し、階で既存建物と新築建物を接続し、階で既存建物と新築建物を接続し、階で既存建物と新築建物を接続し、
既存エネルギーセンターの機能を補完

・
既存エネルギーセンターの機能を補完既存エネルギーセンターの機能を補完既存エネルギーセンターの機能を補完既存エネルギーセンターの機能を補完既存エネルギーセンターの機能を補完

・EXP.J
既存エネルギーセンターの機能を補完既存エネルギーセンターの機能を補完既存エネルギーセンターの機能を補完既存エネルギーセンターの機能を補完既存エネルギーセンターの機能を補完
EXP.Jにより構造体を分離

【【フォレストループフォレストループ】
・・3
フォレストループフォレストループ】フォレストループ【フォレストループ
3階床梁からの吊下げ架構に

5,9
30

5,9
30

・3階床梁からの吊下げ架構に階床梁からの吊下げ架構に階床梁からの吊下げ架構に階床梁からの吊下げ架構に階床梁からの吊下げ架構に階床梁からの吊下げ架構に階床梁からの吊下げ架構に階床梁からの吊下げ架構に階床梁からの吊下げ架構に
より、軽快なブリッジを実現

【【【 V【【 VV字柱字柱字柱(φ=600mm)(φ=600mm)(φ=600mm)】
・・3

字柱字柱字柱(φ=600mm)(φ=600mm)(φ=600mm)字柱【【 V
3階の人工地盤を・3階の人工地盤を階の人工地盤を階の人工地盤を階の人工地盤を階の人工地盤を階の人工地盤を階の人工地盤を階の人工地盤を階の人工地盤を
成立させる高剛性の
V
成立させる高剛性の成立させる高剛性の成立させる高剛性の成立させる高剛性の成立させる高剛性の成立させる高剛性の
V字柱V字柱字柱字柱字柱

・基礎を集約し、緑豊かな・基礎を集約し、緑豊かな・基礎を集約し、緑豊かな・基礎を集約し、緑豊かな・基礎を集約し、緑豊かな
キャンパスの既存樹木をキャンパスの既存樹木をキャンパスの既存樹木を
最大限保全

トラストラストラス
大講義室

CH
2,7

00

廊下

CH
2,7

00

アカデミック

CH
2,7

00
CH

2,7
00

CH
2,7

00

アカデミックアカデミック
サポートセンター

ホール

・アトリウム空間の開放性を・アトリウム空間の開放性を
200mm 廊下

ブリッジ

シアター
廊下

シアター

廊下

フォレストフォレスト
ステーション

学修支援施設 設備設備
スペース

廊下階段室廊下 コントロールルーム

既存・新築取合いEXP.JEXP.JEXP.J】既存・新築取合いEXP.JEXP.JEXP.J】
既存エネルギーセンター

特高変電室
により構造体を分離により構造体を分離により構造体を分離により構造体を分離
通路

BB断面詳細図断面詳細図
S

断面詳細図断面詳細図断面詳細図
S=1/300A

A

B

■「学び方」に応じた環境計画

セミクローズセミクローズセミクローズセミクローズオープンスペース

■「学び方」に応じた環境計画

オープンスペース

■「学び方」に応じた環境計画

オープンスペース

■「学び方」に応じた環境計画

オープンスペース クローズクローズクローズクローズ
共同作業
シアター

居住域空調
夏：26℃ 冬：22℃
光環境：500 ｌｘ～

集中作業・付き合い
プラザ・ステーション

スポット空調
夏：28℃ 冬：20℃
光環境：300 ｌｘ～

学び教える
演習室・講義室・ホール

全体空調
夏：26℃ 冬：22℃

光環境：500～750 ｌｘ ■■「見る」「見る」「見られる「見られる」「見られる」の関係性が選択可能な建築構成

「学びの場」に応じた環境設定 A-A断面

シアターシアター アトリウム

シアター

講義室講義室

開放性開放性（（（天空率天空率））と快適性と快適性（（（SETSET＊＊））を指標にを指標に、、アトリウム全体を対象とした超高解像度のシミュレーションを実施しアトリウム全体を対象とした超高解像度のシミュレーションを実施し、、シアターを対象とした空の見え方シアターを対象とした空の見え方（（（天空率天空率））と年間授業利用時間帯に直達光が入開放性開放性（（天空率天空率天空率））と快適性と快適性
らないことを与件として

と快適性
らないことを与件としてらないことを与件として、

（（SETと快適性（と快適性と快適性
、東西

SETSETSET
東西東西CW

を指標にを指標にを指標に、、アトリウム全体を対象とした超高解像度のシミュレーションを実施しアトリウム全体を対象とした超高解像度のシミュレーションを実施しアトリウム全体を対象とした超高解像度のシミュレーションを実施し

■アトリウム開放性・快適性

））SET
CWCWCWCWCWの縦フィン形状と木漏れ日のようなトップライトの遮蔽パターンが導かれました

■アトリウム開放性・快適性

アトリウム全体を対象とした超高解像度のシミュレーションを実施し
の縦フィン形状と木漏れ日のようなトップライトの遮蔽パターンが導かれましたの縦フィン形状と木漏れ日のようなトップライトの遮蔽パターンが導かれました。

シアターを対象とした空の見え方シアターを対象とした空の見え方

■トップライトの遮蔽パターン■アトリウム開放性・快適性評価の手法拡張■アトリウム開放性・快適性

アトリウム全体を対象とした超高解像度のシミュレーションを実施し、、

■アトリウム開放性・快適性

アトリウム全体を対象とした超高解像度のシミュレーションを実施しアトリウム全体を対象とした超高解像度のシミュレーションを実施し
。これらのシミュレーションは

■トップライトの遮蔽パターン

シアターを対象とした空の見え方
これらのシミュレーションはこれらのシミュレーションはVR

シアターを対象とした空の見え方シアターを対象とした空の見え方（（天空率天空率

■トップライトの遮蔽パターン■トップライトの遮蔽パターン

シアターを対象とした空の見え方シアターを対象とした空の見え方

■トップライトの遮蔽パターン

VRVRVRVRでの期中検証
天空率天空率

での期中検証での期中検証での期中検証、
と年間授業利用時間帯に直達光が入と年間授業利用時間帯に直達光が入と年間授業利用時間帯に直達光が入天空率））

、竣工後
と年間授業利用時間帯に直達光が入
竣工後竣工後AR
と年間授業利用時間帯に直達光が入と年間授業利用時間帯に直達光が入と年間授業利用時間帯に直達光が入

ARARARARでの実証確認を実践し
と年間授業利用時間帯に直達光が入

での実証確認を実践しでの実証確認を実践し、
と年間授業利用時間帯に直達光が入と年間授業利用時間帯に直達光が入と年間授業利用時間帯に直達光が入

、シ

■「学び方」に応じた環境計画

らないことを与件としてらないことを与件として、、東西東西東西CWCWCWの縦フィン形状と木漏れ日のようなトップライトの遮蔽パターンが導かれましたの縦フィン形状と木漏れ日のようなトップライトの遮蔽パターンが導かれました
ミュレーション範囲内であることも確認しました

の縦フィン形状と木漏れ日のようなトップライトの遮蔽パターンが導かれましたの縦フィン形状と木漏れ日のようなトップライトの遮蔽パターンが導かれました
ミュレーション範囲内であることも確認しましたミュレーション範囲内であることも確認しました。

外部と連続する開放性と快適性を両立した教育環境の構築（環境計画）2-2.

8,750

6,
12

5

0 1 2 (m)

矩形図（東側）S=1/170

演習室群の光･熱シミュレーション

シアター断面詳細（A断面）1：220

音響反射板 座面空調
鉄骨下部照明

シアター

腰壁
カーテン

ガラス壁

断面詳細（南北）1：360

空が見える教室（シアター）とアトリウムは、大
型のトップライト・ACWで構成し、既存キャンパ
ス群と正対する南側ファサードは、昼光利用と日
射遮蔽を最適化する形状として円弧上の庇を採用
しています。

空が見える教室（シアター）を覆う外装計画4.

光環境：昼光 sDA

熱環境：日射遮蔽 ASE

直交トラス

メイントラス

Ｖ字柱

メガトラス

北側架構

シアター

メガトラス 軸組図メガトラス端部納まりメガトラス端部

シアター
球面加工の台座メイントラス

エネルギーエネルギー
センター
エネルギー
センターセンター(
エネルギーエネルギー
センターセンター((既存既存既存)

①
②

③

④

斜め柱による振動抑制

【屋根トラス下弦補剛材】
樹種：スギ
産地：東京都多摩

①

【CLT耐震壁】
樹種：スギ
産地：愛媛県

③

【燃エンウッド柱】
樹種：カラマツ・スギ
産地：北海道

②

【円筒LVL巻高強度柱】
樹種：スギ
産地：東京都多摩

④

【解析モデル】

通しボルトM20
鋼材:FB22×345

木材:スギ,JAS製材
90角,150角,120角 【柱頭仕口詳細】

型枠t4.5mm
グラウト充填

底型枠兼用PC
六角ボルトM16

ラグスクリュー
ボルト

【柱脚仕口詳細】

ラグスクリュー
ボルト
燃エンウッド柱
CONスラブ
六角ボルトM16

燃エンウッド柱

斎藤木材斎藤木材（加工） 金子製材
（（製材
金子製材

製材･
金子製材金子製材金子製材

製材･乾燥
金子製材
乾燥･

金子製材金子製材金子製材
乾燥･機械等級）

山崎氏山林山崎氏山林
（原木伐採）

中央大学中央大学
多摩キャンパス

矢嶋矢嶋
（トラス組み）

コーナーコア

コーナーコア

Ｖ字柱

屋根トラス
下弦材に補剛木使用

メガトラス

CLT耐震壁

エネルギーセンター(既存) フォレストループ

燃エンウッド柱

北

図1
構造パース

1_1_減築後

2_2_エネルギーセンター上部架構施工後

3_3_竣工時

モノレール側（北東側）より

既存既存
エネルギーエネルギーエネルギー
センター

北側架構

モノレール側（北西側）より

ワークショップ時

Workshop Forest  Grand Cycle

アトリウムを挟んで南北に分かれる構成を構造的に一体化する立体トラスの補剛材や、耐火木造の
柱・梁、CLT耐震壁、仕上材含めた多摩産材を積極的に利用し、一部は、森林グランドサイクルの
一環として多摩森林木の伐採WSを学生・学内関係者と行い、建材利用しました。

周辺環境と連続する木質･木造を使用した構造計画3.

A断面図 44階平面図照度分布

シアター

シアター

ブリッジ

40 60 80 100200400 [lx]

0 5 10ｍ

トップライトトップライト
照明反射パネル平面図

AA

0 5 10ｍ

アトリウム全体の照度を確保する照明計画5.

ワークショップでの木材を利用した家具6.

建築概要
建 物 名
用 途
建 築 主
所 在 地
設計施工
敷地面積
建築面積
延床面積

階 数
構 造

：FOREST GATEWAY CHUO
：大学
：学校法人中央大学
：東京都八王子市東中野742-1
：竹中工務店
：217,725.77㎡
：2,039.17㎡
：14,704.43㎡
新築部：12,717.97㎡
既存部：1,986.46㎡

：地上6階 塔屋1階
：鉄骨造 一部木造

□評価項目

□特に
重視し
たデザ
インの
視点

□評価項目に対する設計者のデザイン意図 □自己評価欄

（従前のデザインに比較し、優れている部分、
卓越している部分に関して具体的に記述してください。）

普
通

優
れ
て

い
る

卓
越
し
て

い
る

小
計

０ ＋１ ＋２

Ａ.感性軸
（造形）

Form

01審美感 ☆ 快適性と開放性を両立するため、プログラムを組み日射遮蔽パネルをラン
ダムに配置したトップライトにより、内部と外部の連続感を演出している。 ○ 2 

02調和性 ☆ シアターは階段からの空調吹出しとし建築空間と一体化した空調システム
としている。 ○ 2 

03独創性 ☆
避難安全検証法を用いて、吹抜内に階段・通路・教室（シアター）を計画
することで、学生のアクティビティをキャンパス内に発信できる建築構成
としている。

○ 2 

04象徴性 ☆
中央大学多摩キャンパスの玄関口として、既存キャンパスの軸線を踏襲し
た外観としながらも、既存キャンパス群との調和を図り、重厚感も併せ持
つPC版サンドブラスト仕上を採用し、象徴性と調和性を併せ持つ外観とし
ている。

○ 2 

05完成度 ☆ 南側の水平庇、東西の縦フィン、自然換気など自然エネルギーを有効に活
用できる建築形態としている。 ○ 2 

Ｂ.機能軸
（技術）

Technology

06機能性 ☆ 中央大学多摩キャンパスの玄関口であり、学部共通棟という機能と、モノ
レールの駅に近接している配置計画により、多くの学生が利用している。 ○ 2 

07効率性 ☆
高効率空調機、LED照明を採用している。
アトリウムでは床吹出し、染み出し、階段空調等、エリアに合わせた適正
な空調方式を採用している。

○ 2 

08利便性 ☆
吹抜に計画したセミクローズの教室（シアター）を中央に配置し、オープ
ン、クローズの教室を南北に配置する計画とすることで、中央の吹抜内の
階段・動線等から視覚的なコミュニケーションを図っている。

○ 2 

09安全性 ☆
非常用発電機、受水槽、井戸、汚水槽、自然換気、太陽光により災害時で
も最低限の機能を確保している。また、災害時の帰宅困難者を受け入れる
ことにより、キャンパス含めた災害対応力強化を行っている。

○ 2 

10先導性 ☆ アクティビティの応じた適切な温熱光環境を設定することで、建物全体と
しての省エネルギー化を図っている。 ○ 2 

Ｃ.社会軸
（環境）

Environment

11環境負荷 ☆ 南側の水平庇、東西の縦フィン、自然換気など自然エネルギーを有効に活
用し、省エネルギーを図ることで環境負荷を低減している。 ○ 2 

12資源消費 ☆ 全館LEDを採用することで、照明を長寿命化し、吹抜エリアの高解像度のシ
ミュレーションを行うことで、居住域空調を実現した。 ○ 2 

13地域環境性 ☆ 中央大学の学生と共に、多摩産材の伐採ワークショップを行い、伐採した
木をトップライトの補剛材や家具等に積極的に採用した。 ○ 2 

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性 ☆ 誰でもわかりやすい汎用的なスイッチを採用した。
HwCを設置。エントランスから点字タイルにより誘導。EVは4か国語対応。 ○ 2 

15先進性 アトリウムのカーテンウォール縦フィン、トップライトは室内環境と開放
感を両立することで省エネで快適で開放的な空間を構築した。 ○ 2 

Ｄ.経済軸
（LCC）
Life Cycle 

Cost

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ ☆ 補助金活用によりイニシャルコスト低減、汎用品を採用することでのコス
ト低減。 ○ 2 

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ ☆ ZEBReadyを達成し、一般の建物よりもエネルギー消費量を大幅に削減して
いる。 ○ 2 

18維持管理 ☆
教室の空調・換気機器は天カセ主体とし、更新性・フィルターのメンテナ
ンス性を向上している。
空調・照明は管理室から一括管理を可能としている。

○ 2 

19耐久性 ☆
非常時のエネルギー自立と省CO2を両立する取り組みとして、太陽光の設
置、自然換気、井水利用を行い、さらに非常用発電機、高置水槽・汚水槽
の整備により、特定のエリアでの72時間利用を可能としている。

○ 2 

20ＬＣＣ ☆
ZEBReadyを達成し、運用時の省エネにも寄与している。また電気・水の消
費量をモニタリングして館内に表示することで居住者に省エネ意識を向上
させている

○ 2 

評価表
01審美感

02調和性

03独創性

04象徴性

05完成度

06機能性

07効率性

08利便性

09安全性

10先導性
11環境負荷

12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

17ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ

18維持管理

19耐久性
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